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研究成果の概要 

本研究では、高感度量子計測を用いた生体解析を、新たなナノ構造を用いて細胞内で実現し、細胞内

の動的機能を解明することを目指す。この研究により、量子ダイナミクス生物学を創生し、神経変性疾

患の解明や治療法の開発などの社会的イノベーションに挑戦する。まず、新たなナノ構造の作成および

そのナノ構造を利用した高度な量子操作を実現することが必要である。そのため、2023 年度には、量

子計測の感度を最適化するための構造の作成、ナノ構造を用いた高度な量子操作の実現、個体中で計測

可能な生物学的課題の抽出、細胞内環境の計測実現に向けた技術開発を行った。 

ナノ構造の作成では、構造内での量子センサの位置と構造の形状を最適化することで、量子センサか

らの光の取り出し効率を最適化し、10 倍以上の光の取り出し効率を実現した。また、量子センサの計

測感度を最適化し、ナノ構造を利用した一分子計測の準備を整えた。さらに、量子センサ近傍のスピン

と量子センサの相互作用を量子操作により制御可能にし、新しい生体パラメータ計測に向けて細胞内

環境計測の準備を整えた。本研究課題の成果を拡張するため、個体内での計測法を考案し、計測法の整

備を完了した。 
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